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7．精神疾患病態研究部 
 
Ⅰ．研究部の概要 

精神疾患病態研究部では，精神疾患の克服とその障害の支援のための先駆的研究活動を展開

している．精神疾患の生物学的な研究と精神科治療ガイドラインの普及・教育・検証活動をよ

り発展させて全国レベルで展開することを目標としている．精神疾患の生物学的な研究は，認

知社会機能，脳神経画像，神経生理機能などの中間表現型及びゲノムなどの生体試料を用いて，

統合失調症，気分障害，発達障害などの幅広い精神疾患について疾患横断的に検討することに

より，病態を解明し，新たな診断法・治療法の開発を行っている．この研究は，当研究部にお

いてのみ行うものではなく，国立精神・神経医療研究センターの他の研究部門および日本全国

39 の精神疾患関連研究機関の共同研究体制である COCORO（Cognitive Genetics 
Collaborative Research Organization：認知ゲノム共同研究機構）を運営しオールジャパン体

制で遂行している．精神科治療ガイドラインの普及・教育・検証活動は，EGUIDE プロジェク

ト（Effectiveness of GUIdeline for Dissemination and Education in psychiatric treatment：
精神科医療の普及と教育に対するガイドラインの効果に関する研究）という全国 44 大学を含

む 215 医療機関の共同研究組織を牽引し，全国でガイドラインの講習を行い，その効果検証を

行っている． 
令和 2 年度の人員構成は次のとおりである．部長：橋本亮太，室長：三浦健一郎，松本純弥，

リサーチフェロー：長谷川尚美，科研費心理療法士：野沢衣那，佐藤千嘉子，田村友里江，科

研費研究補助員：木村哲也，草野絢子，山縣眞美子，細谷多栄子，島田園子，松本愛奈，高村

晶子，研究助手：山口綾子，大重満津子，併任研究員：久保田智香，三浦拓人，佐藤英樹，宮

川 希，柏木宏子，竹田康二，髙野晴成，外来研究員 7 名，客員研究員 55 名，研究生 15 名． 
 
Ⅱ．研究活動 

Ａ．精神疾患の病態解明と診断法・治療法の開発研究 

1） 精神疾患の脳神経画像研究（松本，三浦，橋本） 

統合失調症を中心に三次元脳構造画像解析，拡散テンソル画像解析，安静時機能的 MRI 解

析などを行い，今年度は 11 編の論文成果があった．そのうち，国際的な脳神経画像の巨大コ

ンソーシアムである ENIGMA との共同研究は 5 編であった．COCORO の多施設共同研究に

て統合失調症，双極性障害，うつ病，自閉スペクトラム症，健常者合わせて 2937 例の拡散テ

ンソル画像のメガアナリシスを行い，統合失調症と双極性障害の共通の大脳白質の微小構造異

常を見出した（橋本，Koshiyama et al，Mol Psychiatry，2020）．統合失調症の認知機能障害

の脳構造特徴として大脳皮質厚の菲薄化などがあることを明らかにし，認知機能が保たれてい

る統合失調症では側坐核と前頭葉の機能的結合性が強いことから，報酬系である中脳皮質辺縁

経路が認知機能保持に働く可能性が示唆された．本研究は Psychiatry Clinical Neurosciences
誌に掲載され，2020 年度のフォリア賞を受賞した． 

 
2） 精神疾患の眼球運動研究（三浦，松本，橋本） 

統合失調症を中心にフリービューイング課題，滑動性追跡眼球運動課題，注視課題などから

得られた眼球運動の特徴および眼球運動異常を示す眼球運動スコアの解析や，その神経基盤を

明らかにするための基礎研究などを行い，総説を含める今年度は 6 編の論文成果があった．統

合失調症の患者における前に見た場所を再び見ることを避ける復帰抑制と呼ばれる視覚的注

意の機能を検討した．その結果，統合失調症では復帰抑制機能の低下が認められ，それは視覚

的注意の障害とそれに伴う認知機能低下を検出する有用な手がかりになると考えられた． 
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3） 認知社会機能プロジェクト（橋本，松本，三浦，伊藤） 

広く診療で使えるような統合失調症の認知機能障害の簡便な測定法を開発し，2000 例程度

のデータを COCORO にて集積して解析し，普及のため各地で講習会などを行っている．認知

機能障害は，簡略版 WAIS で測定する推定知能と Japanese Adult Reading Test (JART)で測

定する推定病前知能の差にて算出したものである．社会機能については，社会活動評価（Social 
activity assessment:SAA）にて，労働時間を賃金労働時間，家庭での労働（家事・育児・介護），

学業（学生の場合）の 3 つの側面の合計にて測定している．健常者において労働時間と拡散テ

ンソル画像による大脳白質の微細構造との関連を検討し，労働時間が短いほうが大脳白質の微

細構造の乱れが強いことを見出した．よって，大脳白質の微細構造の乱れは労働能力の指標と

なる可能性が示唆された（松本，橋本，三浦，et al, Neuroscience letters, 2021）． 
 

4） 精神疾患の分子メカニズム研究（橋本，松本） 

統合失調症をはじめとする精神疾患についての血中バイオマーカーに関する研究を行い 3
編の研究成果が得られた．シナプス可塑性を調節する Matrix metalloproteinase-9（MMP 9）
の血漿中濃度を測定すると，健常者と比較して統合失調症では優位に高かった．また，この

MMP9 の血中濃度は認知機能と有意に負の相関があることから，MMP-9 レベルの増加が統合

失 調 症 の 認 知 機 能 障 害 に 関 連 す る 可 能 性 が 示 唆 さ れ た （ 橋 本 ， Kudo, 
Neuropsychopharmacology Reports, 2020）． 
 

5） 司法精神医学領域の生物学的研究（柏木，竹田，三浦，松本，橋本） 

暴力の既往のある統合失調症群，暴力の既往のない統合失調症群，健常者データ 1600 例以

上を COCORO データベースから抽出し，認知機能，精神病理，社会機能，QOL 等について解

析し, 暴力群における認知・精神病理・社会機能・QOL 特徴を見出し，論文投稿中である．犯

罪被害者となったてんかん患者の判決文データベース調査を行い，論文投稿中である． 
 
6） 精神疾患の遺伝子解析研究（橋本, 三浦, 松本） 

精神疾患の遺伝子解析研究は，一施設で行うことは現実的ではなく，数十～数百の研究チー

ムの共同研究で数千～数万のデータを集積して研究を行うことが主流となってきている．統合

失調症の遺伝子解析研究や，気分安定薬であるリチウムの反応性や治療抵抗性統合失調症に唯

一適応のあるクロザピンの重篤な副作用である無顆粒球症などの薬理遺伝学的研究，いわゆる

画像遺伝学（imaging genetics）などの共同研究の成果が 8 編得られた． 
 
Ｂ．精神科医療の普及・均てん化に関する研究 

1） 精神科治療ガイドラインの普及・教育・検証活動：EGUIDE プロジェクト（長谷川，久保田，三

浦健一郎，松本，三浦拓人，佐藤，柏木，橋本） 

EGUIDE プロジェクトは，精神科医に対してガイドラインの教育の講習を行い，ガイドライ

ンの効果を検証する社会実証研究である．対象とするガイドラインは，統合失調症薬物治療ガ

イドラインとうつ病治療ガイドラインであり，日本神経精神薬理学会，日本うつ病学会，日本

臨床精神神経薬理学会のバックアップを受けて行っている．2016 年に開始した EGUIDE プロ

ジェクトは，本年度 44 大学 215 医療機関が参加する巨大なプロジェクトになり，毎年 20 回以

上の講習会を全国で行い，延べ 2000 名以上の精神科医が講習を受講した．EGUIDE プロジェ

クトにおける検証活動は，講習受講直後のガイドラインの理解度の向上，その後のガイドライ

ンを遵守した治療行動調査における実践度の向上，処方行動を診療の質（Quality Indicator: QI）
という形で測定し，例えば統合失調症患者の退院時の抗精神病薬単剤治療率というような QI
を設定し，経時的に測定することにより，講習の効果の有無についての検討を行い，多数の学

会発表を行った．昨年度，たった一日の講習を受けることにより統合失調症とうつ病の両方の
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ガイドラインに対する理解度が顕著に向上することを示し，日本の精神医学領域にて広く認知

されるようになった． 

本年度は，統合失調症及びうつ病の入院患者の退院時処方についての調査を行って報告した

（Ichihashi,長谷川，三浦，松本，橋本，et al, Neuropsychopharmacology Reports, 2000; 

Iida, 長谷川，三浦，松本，橋本，et al, Psychiatry Clinical Neurosciences, 2000）．統合

失調症において抗精神病薬単剤治療が治療ガイドラインにおいて推奨されているが，参加施設

全体の抗精神病薬の単剤処方率は 57%であり，施設ごとのばらつきが大きく，0％～100％に分

布した．また，抗うつ薬の併用は 8%，気分安定薬の併用は 37%，抗不安薬や睡眠薬の併用は 68%

であった．うつ病においても抗うつ薬単剤治療が治療ガイドラインにおいて推奨されているが，

参加施設全体の抗うつ薬の単剤処方率は 60%であり，施設ごとのばらつきが大きく，0％～100％

に分布した．また，抗不安薬や睡眠薬の併用は 72%であり，薬物療法以外では電気けいれん療

法施行率は 14%，認知行動療法実施率は 1%であった．このように，ガイドラインにて推奨され

ている治療はまだまだ本邦では普及しておらず，均てん化も不十分であるというエビデンスプ

ラクティスギャップが明らかになった．今後は，EGUIDE 講習による教育により改善していくこ

とが期待される． 

 

2） 精神科治療ガイドラインの作成・改訂（橋本） 

統合失調症薬物治療ガイドラインを当事者・家族・支援者と共同で改訂をしている．精神科

領域では初めての試みであり，他の診療領域においても先進的な取り組みである．うつ病治療

ガイドラインの改訂にもかかわっている（橋本）． 

 
Ⅲ．社会的活動に関する評価 

(1) 市民社会に対する一般的な貢献 

・ 内閣府の科学技術政策にあたる科学技術基本計画の第 6 期科学技術・イノベーション基本計

画における活動のひとつである第 5 回国立研究開発法人イノベーション戦略会議の公式ホー

ムページにて，「精神・神経・筋難病の克服を目指した研究開発」の演題にて NCNP の精神

部門を代表した研究紹介動画が公開された（橋本）． 
 
(2) 専門教育面における貢献 

・ 統合失調症やうつ病などのガイドラインの作成を行い，精神科治療ガイドラインの普及・教

育・検証活動である EGUIDE プロジェクトも全国展開している．EGUIDE プロジェクトに

おいては，統合失調症薬物治療ガイドラインとうつ病治療ガイドラインの講習を全国の精神

科医を対象に行い，その医療機関における治療に影響を与えるかどうかについての検討を行

い，精神科医療の普及と教育に対するガイドラインの効果を検証している．令和 2 年度は，

統合失調症薬物治療ガイドラインとうつ病治療ガイドラインの講習を全国 9 か所で行い，49
の医療機関，236 名の精神科医が参加した（橋本）． 

・ 開発した統合失調症の認知機能障害の簡便な測定法についての講習会を統合失調症学会にお

いて行い，評価シートを配布し普及活動を行った（橋本）． 
・ 国立大学法人大阪大学の医学系研究科および連合小児発達学研究科においては，招へい教授

として，奈良県立医科大学においては非常勤講師として，精神医学研究の指導や知見の教授

を行っている（橋本）． 
 
(3) 精研の研修の主催と協力 

 
(4) 保健医療行政政策に関連する研究・調査，委員会等への貢献 

・ クロザピンは治療抵抗性統合失調症に効果のある唯一の抗精神病薬であるが，無顆粒球症な
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どの重篤な副作用のリスクが高く諸外国より厳しい規制の下でしか処方できないため，日本

では諸外国と比較して極端に普及率が低い．この厳しい規制を諸外国並みにするために，精

神疾患病態研究部より発信した研究成果に基づいて，日本精神神経学会，日本神経精神薬理

学会，日本臨床精神神経薬理学会，日本統合失調症学会の関連 4 学会合同でクロザピンの検

査間隔の延長および血球減少による中止後の再投与に関する要望を厚労省に対して 2021 年

3 月 20 日に行った（橋本）． 
・ 日本医療機能評価機構の EBM 推進事業である Minds における Minds診療ガイドラインの有

効性評価に関する検討会の委員を務め，ガイドライン作成者向け情報として EGUIDE プロジェ

クトの内容を「ガイドラインの活用と有効性評価」として作成し，「診療ガイドラインの普及

と医療の質向上の評価」について 2020 年 11 月 20 日に提言が公開された（橋本）． 
 
(5) センター内における臨床的活動 

・ 外来診療において，連携新患，統合失調症外来をそれぞれ週に 1 回の新患枠の診察及び，再

診を週に半日行っている．専門として，統合失調症及び発達障害の診療を行い，病院内外か

らの紹介を受け，セカンドオピニオン対応も行っている（橋本）． 

 
(6) その他 
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開発．2020 年度科学研究費助成事業基盤研究（B）特設分野研究 研究実施状況報告書．2021． 
2) 橋本亮太：大規模患者リソース及び iPS 技術を用いた統合失調症の病態予測のバイオマーカー

開発．2018 年度~2020 年度科学研究費助成事業基盤研究（B）特設分野研究 研究成果報告書．

2021． 
3) 橋本亮太，三浦健一郎，松本純弥，長谷川尚美：多次元脳神経画像とゲノムによる精神疾患の

脳病態に基づく新たな診断体系の構築．2020 年度科学研究費助成事業基盤研究（B）研究実績

報告書．2021． 
4) 橋本亮太：発達障害のリスク遺伝子の同定．2020 年度科学研究費助成事業特別推進研究「発達

障害に関わる神経生物学的機構の霊長類的基盤の解明（代表：高田昌彦）」2020 年度研究実績

報告書．2021． 
5) 橋本亮太：EGUIDE での調査研究．令和 2 年度厚生労働科学研究費補助金 障害者政策総合研

究事業（精神障害分野）「向精神薬の適切な継続･減量･中止等の精神科薬物療法の出口戦略の

実践に資する研究（代表：三島和夫）」分担研究報告書．2021． 
6) 橋本亮太：クロザピンモニタリングシステムの国際比較調査．令和 2 年度厚生労働科学研究費

補助金 障害者政策総合研究事業（精神障害分野）「治療抵抗性統合失調症薬の安全性の検証に

よる望ましい普及と体制構築に向けた研究（代表：上野雄文）」分担研究報告書．2021． 
7) 橋本亮太：Negative Valence Systems とドーパミンシステムとの関連研究．令和 2 年度国立

精神・神経医療研究センター 精神・神経疾患研究開発費「精神疾患の NVS(negative valence 
system)に対する治療法の開発（研究代表者：中込和幸）」令和 2 年度実績報告書．2021． 
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8) 橋本亮太：精神医療分野における治療の質を評価する QI とその向上をもたらす介入技法の開

発と実用性の検証．2020 年度日本医療研究開発機構 長寿・障害総合研究事業 障害者対策総

合研究開発事業（精神障害分野）2020 年度 委託研究開発成果報告書．2021． 
9) 橋本亮太：気分障害と統合失調症の疾患連続性に関する脳画像等の総合的解析研究．令和 2 年

度日本医療研究開発機構 戦略的国際脳科学研究推進プログラム「縦断的 MRI データに基づく

成人期気分障害と関連疾患の神経回路の解明（研究開発代表者：岡本泰昌）」2020 年度 委託研

究開発成果報告書．2021． 
10) 橋本亮太：レジストリの構築（評価項目の品質管理）．令和 2 年度日本医療研究開発機構 長寿・

障害総合研究事業 障害者対策総合研究開発事業（精神障害分野）「精神疾患レジストリの構築・

統合により新たな診断・治療法を開発するための研究（研究開発代表者：中込和幸）」2020 年

度 委託研究開発成果報告書．2021． 
11) 橋本亮太：うつ症状に関する精神疾患横断的な血漿を用いたバイオマーカー開発．令和 2 年度

日本医療研究開発機構 長寿・障害総合研究事業 障害者対策総合研究開発事業（精神障害分野）

「血液メタボローム解析による精神疾患の層別化可能な客観的評価法の確立と治療最適化へ

の応用（研究開発代表者：加藤隆弘）」2020 年度 委託研究開発成果報告書．2021． 
12) 橋本亮太：精神疾患に伴う障害の評価尺度開発－心身機能，主観的体験の評価尺度検討および

AMED 精神疾患レジストリ研究との調整．令和 2 年度日本医療研究開発機構 長寿・障害総合

研究事業 障害者対策総合研究開発事業（精神障害分野）「精神疾患を持つ人が社会生活目標達

成を図るための，WHO の ICF モデルに準拠し当事者と評価者の共同を重視した強みと弱点の

評価尺度開発研究（研究開発代表者：丹羽真一）」2020 年度 委託研究開発成果報告書．2021． 
13) 三浦健一郎：眼球運動の状況予測性解析法の研究開発と疾患横断的理解．令和 2 年度日本医療

研究開発機構 革新的技術による脳機能ネットワークの全容解明プロジェクト「双方向トラン

スレーショナルアプローチによる精神疾患の脳予測性障害機序に関する研究開発（研究開発代

表者：小池進介）」2020 年度 委託研究開発成果報告書．2021． 
14) 三浦健一郎，松本純弥，長谷川尚美：精神疾患の視覚認知行動異常のシステム神経科学的研究．

2020 年度科学研究費助成事業 基盤研究（C）研究実施状況報告書．2021． 
15) 松本純弥：心因性疼痛の治療と認知機能障害の関連．2020 年度科学研究費助成事業 若手研究

研究実施状況報告書．2021． 
16) 安田由華：実践マニュアルの資材作成と利活用に関する研究．令和 2 年度厚生科学研究費補助

金 障害者政策総合研究事業（精神障害分野）「向精神薬の適切な継続･減量･中止等の精神科薬

物療法の出口戦略の実践に資する研究（代表：三島和夫）」分担研究報告書．2021． 
 
(5) 翻訳 

 
(6) その他 

1) 橋本亮太：診療ガイドラインの普及と医療の質向上の評価（提言），公益財団法人 日本医療機

能評価機構 EBM 普及推進事業（Minds）活用促進部会 有効性評価検討会，2020.11.20. 
https://minds.jcqhc.or.jp/s/developer_recommendation 
https://minds.jcqhc.or.jp/s/guidance_proposal5 

2) 橋本亮太：クロザピンの検査間隔の延長および血球減少による中止後の再投与に関する要望，

日本精神神経学会，日本神経精神薬理学会，日本臨床精神神経薬理学会，日本統合失調症学会

の関連 4 学会合同，厚生労働省医薬・生活衛生局医薬安全対策課長宛て 2021.3.20. 
 
Ｂ．学会・研究会における発表 

(1) 学会特別講演，教育講演，シンポジウム，ワークショップ，パネルディスカッション等 

1） 橋本亮太：精神疾患の病態解明研究のトレンドウォッチ：ビッグデータと仮説検証研究．教育
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講演，第 43 回日本神経科学大会，オンライン，2020.7.29-8.1. 
2） 橋本亮太：統合失調症薬物治療ガイドラインの作成・普及・教育・検証活動：日本神経精神薬

理学会から世界を変える！NP50 周年記念シンポジウム，第 50 回日本神経精神薬理学会年会・

第 42 回日本生物学的精神医学会年会・第 4 回日本精神薬学会総会・学術集会（NPBPPP 合

同年会），オンライン，2020.8.21-23. 
3） 橋本亮太，松本純弥，長谷川尚美，三浦健一郎：治療の指針となる診断法の開発研究の真のゴ

ールとその道のり．シンポジウム「精神疾患の画像所見は，臨床診断に使えるようになるの

か？」第 50 回日本神経精神薬理学会年会・第 42 回日本生物学的精神医学会年会・第 4 回日

本精神薬学会総会・学術集会（NPBPPP 合同年会），オンライン，2020.8.21-23. 
4） 橋本亮太：臨床研究者の立場から．シンポジウム「当事者・家族の望む精神医学研究とは：

Patient and Public Involvement」第 116 回日本精神神経学会学術総会，オンライン，2020.9.28. 
5） 橋本亮太：統合失調症薬物治療ガイドライン改訂版の概要．シンポジウム「統合失調症薬物治

療ガイドラインの普及：SDMを用いた利活用への期待」第 116回日本精神神経学会学術総会，

オンライン，2020.9.28.  
6） 降旗隆二，大槻 怜，長谷川尚美，三浦健一郎，松本純弥，坪井貴嗣，沼田周助，渡邊衡一郎，

稲田 健，橋本亮太：統合失調症およびうつ病治療における睡眠薬処方の実態と多剤併用の関

連要因について．EGUIDE プロジェクトシンポジウム，第 30 回日本臨床精神神経薬理学会，

オンライン，2021.1.10. 
7） 堀 輝，古郡規雄，伊賀淳一，越智紳一郎，鬼塚俊明，姜 善貴，高江洲義和，降籏隆二，村田

篤信，長谷川尚美，三浦健一郎，松本純弥，渡邊衡一郎，稲田 健，橋本亮太：EGUIDE プロ

ジェクト介入前の抗コリン薬処方調査．EGUIDE プロジェクトシンポジウム，第 30 回日本

臨床精神神経薬理学会，オンライン，2021.1.10. 
8） 古郡規雄，橋本直樹，長谷川尚美，沼田周助，飯田仁志，市橋香代，稲田 健，降籏隆二，堀 

輝，橋本亮太：うつ病患者の退院時処方についての検討．EGUIDE プロジェクトシンポジウ

ム，第 30 回日本臨床精神神経薬理学会，オンライン，2021.1.10. 
9） 橋本直樹，古郡規雄，沼田周助，飯田仁志，市橋香代，稲田 健，降籏隆二，堀 輝，長谷川尚

美，橋本亮太：2177 名の統合失調症患者の退院時処方についての検討．EGUIDE プロジェク

トシンポジウム，第 30 回日本臨床精神神経薬理学会，オンライン，2021.1.10. 
10） 長谷川尚美，三浦健一郎，松本純弥，安田由華，稲田 健，渡邊衡一郎，橋本亮太：統合失調

症の薬物治療とうつ病の治療に対する EGUIDE プロジェクトの効果．EGUIDE プロジェク

トシンポジウム，第 30 回日本臨床精神神経薬理学会，オンライン，2021.1.10. 
11） 飯田仁志，EGUIDE プロジェクトメンバーズ：うつ病治療の施設による違い―精神科医療の

普及と教育に対するガイドラインの効果に関する研究（EGUIDE プロジェクト）から得られ

た知見―．EGUIDE プロジェクトシンポジウム，第 30 回日本臨床精神神経薬理学会，オン

ライン，2021.1.10. 
12） 市橋香代，EGUIDE プロジェクトメンバーズ：日本における統合失調症入院患者の治療状況

―EGUIDE プロジェクト初年度介入前の調査より―．EGUIDE プロジェクトシンポジウム，

第 30 回日本臨床精神神経薬理学会，オンライン，2021.1.10. 
13） 山田 恒，EGUIDE プロジェクトメンバーズ：治療ガイドラインに沿った臨床行動の実践度の

変化．EGUIDE プロジェクトシンポジウム，第 30 回日本臨床精神神経薬理学会，オンライ

ン，2021.1.10. 
14） 小笠原一能，長谷川尚美，三浦健一郎，松本純弥，尾崎紀夫，稲田 健，渡邊衡一郎，橋本亮

太：診療ガイドライン講習会を受講者はどのように評価し，どのような効果を得たのか？

EGUIDE プロジェクトシンポジウム，第 30 回日本臨床精神神経薬理学会，オンライン，

2021.1.10. 
15） 沼田周助，中瀧理仁，長谷川尚美，枝川令音，江戸宏彰，三浦健一郎，松本純弥，稲田 健，
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渡邊衡一郎，橋本亮太：ガイドラインの理解度向上の取り組み．EGUIDE プロジェクトシン

ポジウム，第 30 回日本臨床精神神経薬理学会，オンライン，2021.1.10. 
16） 高江洲和，EGUIDE プロジェクトメンバーズ：EGUIDE プロジェクトによる精神科医の臨床

知識の改善度の検討．EGUIDE プロジェクトシンポジウム，第 30 回日本臨床精神神経薬理

学会，オンライン，2021.1.10. 
17） 橋本亮太，EGUIDE プロジェクトメンバーズ：EGUIDE プロジェクトの概要．EGUIDE プ

ロジェクトシンポジウム，第 30 回日本臨床精神神経薬理学会，オンライン，2021.1.10. 
18） 橋本亮太，青木吉嗣：精神・神経・筋難病の克服を目指した研究開発．第 5 回国立研究開発法

人イノベーション戦略会議，内閣府ウェブサイト，2021.2.4. 
 
(2) 一般演題 
1） Sumiyoshi C, Narita Z, Inagawa T, Yamada Y, Sueyoshi K, Hasegawa Y, Shirama A, 

Hashimoto R, Sumiyoshi T: Facilitative Effects of Transcranial Direct Current Stimulation 
on Semantic Memory Examined by Text-mining Analysis in Patients with Schizophrenia. 
2020 SIRS (Congress of the Schizophrenia International Research Society), Online, 
2020.4.4-8. 

2） Ohi K, Nishizawa D, Shimada T, Kataoka Y, Hasegawa J, Shioiri T, Kawasaki Y, 
Hashimoto R, Ikeda K: Polygenetic Risk Scores for Major Psychiatric Disorders among 
Schizophrenia Patients, Their First-Degree Relatives and Healthy Subjects. Free 
Communication Sessions, CINP(The International College of Neuropsychopharmacology 
(CINP)) 2021 Virtual Congress, Online, 2021.2.26-28. 

3） Furihata R, Ohtsuki R, Hasegawa N, Miura K, Matsumoto J, Tsuboi T, Numata S, 
Watanabe K, Inada K, Hashimoto R: Hypnotic medication use and associated factors 
among patients with schizophrenia- Findings from the 'Effectiveness of Guidelines for 
Dissemination and Education in Psychiatric Treatment (EGUIDE)' project. 20th 
WPA(World Psychiatric Assoiation) World Congress of Psychiatry, Virtual Congress, 
Online, 2020.3.10-13. 

4） 村田篤信，長谷川尚美，山本智也，三浦拓人，三浦健一郎，松本純弥，古郡規雄，沼田周助，

鬼塚俊明，竹島正浩，稲田 健，渡邊衡一郎，橋本亮太：精神科領域における薬剤師の関わり

の有用性評価を目的とした多施設共同研究．第 50 回日本神経精神薬理学会年会・第 42 回日

本生物学的精神医学会年会・第 4 回日本精神薬学会総会・学術集会（NPBPPP 合同年会），オ

ンライン，2020.8.21-23. 
5） 井手本啓太，石間 環，新津富央，畑 達記，小田靖典，木村敦史，亀野陽亮，蓬莱 政，山森

英長，戸田重誠，菱本明豊，橋本亮太，中込和幸，伊豫雅臣，橋本謙二：気分障害のバイオマ

ーカーとしての血清中血小板由来増殖因子（PDGF-BB) に関する多施設共同研究．第 50 回

日本神経精神薬理学会年会・第 42 回日本生物学的精神医学会年会・第 4 回日本精神薬学会総

会・学術集会（NPBPPP 合同年会），オンライン，2020.8.21-23. 
6） 小宮偉吹，長谷川尚美，久保田智香 ，三浦拓人，佐藤英樹，三浦健一郎，松本純弥，坂元竜

馬，村田篤信，柏木宏子，坪井貴嗣，安田由華，稲田 健，渡邊衡一郎，橋本亮太：NCNP 病

院のうつ病治療における EGUIDE 講習の効果～ベンゾジアゼピン受容体作動薬に着目して

～．第 50 回日本神経精神薬理学会年会・第 42 回日本生物学的精神医学会年会・第 4 回日本

精神薬学会総会・学術集会（NPBPPP 合同年会），オンライン，2020.8.21-23. 
7） 堀 輝，古郡規雄，長谷川尚美，三浦健一郎，松本純弥，渡邊衡一郎，稲田 健，橋本亮太：我

が国の統合失調症治療における抗コリン薬処方調査：EGUIDE 研究から．第 50 回日本神経

精神薬理学会年会・第 42 回日本生物学的精神医学会年会・第 4 回日本精神薬学会総会・学術

集会（NPBPPP 合同年会），オンライン，2020.8.21-23. 
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8） 市橋香代，堀 輝，長谷川尚美，安田由華，山本智也，渡邊衡一郎，稲田 健，橋本亮太：日本

における統合失調症入院患者の処方調査－EGUIDE プロジェクト初年度介入前の調査より－．

第 50 回日本神経精神薬理学会年会・第 42 回日本生物学的精神医学会年会・第 4 回日本精神

薬学会総会・学術集会（NPBPPP 合同年会），オンライン，2020.8.21-23. 
9） 長谷川尚美，三浦健一郎，松本純弥，安田由華，渡邊衡一郎，稲田 健，橋本亮太：統合失調

症の薬物治療に対する EGUIDE プロジェクトの効果．第 50 回日本神経精神薬理学会年会・

第 42 回日本生物学的精神医学会年会・第 4 回日本精神薬学会総会・学術集会（NPBPPP 合

同年会），オンライン，2020.8.21-23. 
10） 長谷川尚美，三浦健一郎，松本純弥，安田由華，稲田 健，渡邊衡一郎，橋本亮太：うつ病の

治療に対する EGUIDE プロジェクトの効果．第 50 回日本神経精神薬理学会年会・第 42 回

日本生物学的精神医学会年会・第 4 回日本精神薬学会総会・学術集会（NPBPPP 合同年会），

オンライン，2020.8.21-23. 
11） 沼田周助，中瀧理仁，長谷川尚美，枝川令音，江戸宏彰，三浦健一郎，松本純弥，稲田 健，

渡邊衡一郎，橋本亮太：統合失調症とうつ病に対する治療ガイドライン教育プロジェクト

(EGUIDE プロジェクト)におけるガイドライン理解度向上の取り組みとその結果．第 50 回日

本神経精神薬理学会年会・第 42 回日本生物学的精神医学会年会・第 4 回日本精神薬学会総

会・学術集会（NPBPPP 合同年会），オンライン，2020.8.21-23. 
12） 飯田仁志，伊賀淳一，長谷川尚美，安田由華，山本智也，三浦健一郎，松本純弥，村田篤信，

稲田 健，渡邊衡一郎，川嵜弘詔，橋本亮太：うつ病のアンメットニーズ―精神科医療の普及

と教育に対するガイドラインの効果に関する研究（EGUIDE プロジェクト）から得られた知

見―．第 50 回日本神経精神薬理学会年会・第 42 回日本生物学的精神医学会年会・第 4 回日

本精神薬学会総会・学術集会（NPBPPP 合同年会），オンライン，2020.8.21-23. 
13） 山田 恒，本山美久仁，長谷川尚美，三浦健一郎， 松本純弥，渡邊衡一郎，稲田 健，橋本亮

太：統合失調症とうつ病治療に対する EGUIDE プロジェクトの効果：ガイドライン講習受講

前後の治療行動の変化からの考察．第 50 回日本神経精神薬理学会年会・第 42 回日本生物学

的精神医学会年会・第 4 回日本精神薬学会総会・学術集会（NPBPPP 合同年会），オンライ

ン，2020.8.21-23. 
14） 松本純弥，三浦健一郎，福永雅喜，越山太輔，根本清貴，大井一高，岡田直大，長谷川尚美，

山森英長，安田由華，藤本美智子，鬼塚俊明，高橋 努，尾崎紀夫，渡邉嘉之，橋本亮太：統

合失調症患者と健常被験者における拡散テンソル画像を用いた大脳白質微細構造と認知機能，

認知機能障害，労働時間との関連．第 50 回日本神経精神薬理学会年会・第 42 回日本生物学

的精神医学会年会・第 4 回日本精神薬学会総会・学術集会（NPBPPP 合同年会），オンライ

ン，2020.8.21-23. 
15） 柏木宏子，三浦健一郎，松本純弥，坂元竜馬，竹田康二，山田悠至，藤本美智子，安田由華，

山森英長，池田 学，平林直次，橋本亮太：暴力の既往のある統合失調症罹患者の，認知機能，

精神病理，心理社会的背景の特徴．第 50 回日本神経精神薬理学会年会・第 42 回日本生物学

的精神医学会年会・第 4 回日本精神薬学会総会・学術集会（NPBPPP 合同年会），オンライ

ン，2020.8.21-23. 
16） 松本純弥，三浦健一郎，坂元竜馬，福永雅喜，越山太輔，根本清貴，岡田直大，森田健太郎，

大井一高，長谷川尚美，藤本美智子，山森英長，安田由華，笠井清登，渡邉嘉之，橋本亮太：

統合失調症の biotype である認知機能障害と大脳白質統合性の関連．第 50 回日本神経精神薬

理学会年会・第 42 回日本生物学的精神医学会年会・第 4 回日本精神薬学会総会・学術集会

（NPBPPP 合同年会），オンライン，2020.8.21-23. 
17） 三浦健一郎，松本純弥，長谷川尚美，藤本美智子，山森英長，安田由華，橋本亮太：眼球運動

特徴による自己組織化マップを用いた統合失調症の層別化．第 50 回日本神経精神薬理学会年

会・第 42 回日本生物学的精神医学会年会・第 4 回日本精神薬学会総会・学術集会（NPBPPP
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合同年会），オンライン，2020.8.21-23. 
18） 藤本美智子，三浦健一郎，森田健太郎，工藤紀子，畦地裕統，山森英長，安田由華，池田 学，

橋本亮太：統合失調症におけるバイオマーカーとしての眼球運動スコアの臨床的意義．日本生

物学的精神医学会若手研究者育成プログラム ショートトーク 第50回日本神経精神薬理学会

年会・第 42 回日本生物学的精神医学会年会・第 4 回日本精神薬学会総会・学術集会（NPBPPP
合同年会），オンライン，2020.8.21-23. 

19） 大井一高，西澤大輔，嶋田貴充，片岡 譲，長谷川準子，塩入俊樹，川﨑康弘，橋本亮太，池

田和隆：統合失調症患者，非罹患近親者，健常者間における各精神疾患のポリジェニックリス

クスコア．第 116 回日本精神神経学会学術総会，オンライン，2020.9.28-30. 
20） 松本純弥，福永雅喜，根本清貴，越山大輔，三浦健一郎，岡田直大，森田健太郎，山森英長，

安田由華，藤本美智子，工藤紀子，笠井清登，渡邉嘉之，橋本亮太：大脳白質の軸索の髄鞘化，

大脳白質の成熟と，認知機能・社会機能の指標である労働時間との関連．第 116 回日本精神

神経学会学術総会，オンライン，2020.9.28-30. 
21） 橋本亮太，長谷川尚美，安田由華，山本智也，渡邊衡一郎，稲田 健：EGUIDE プロジェクト

による退院時処方への効果～クロザピン治療と Quality Indicator との関係に着目して～．第

116 回日本精神神経学会学術総会，オンライン，2020.9.28-30. 
22） 馬場優志，勢力 薫，近藤百香，北川航平，竹本智哉，笠井淳司，吾郷由希夫，永安一樹，森

大輔，尾崎紀夫，山本 雅，田熊⼀敞，橋本亮太，橋本 均，中澤敬信：ヒト染色体 3q29 欠失

モデルマウスを用いた精神疾患の分子病態研究．第 138 回日本薬理学会近畿部会，オンライ

ン，2020.11.14. 
23） 近藤百香，栗生俊彦，馬場優志，北川航平，竹本智哉，永安一樹，山森英長，安田由華，藤本

美智子，田熊一敞，小野富三人，橋本亮太，橋本 均，中澤敬信：3q29 領域欠失変異を有する

精神疾患患者の iPS 神経細胞の機能解析．第 138 回日本薬理学会近畿部会，オンライン，

2020.11.14. 
24） 飯田仁志，伊賀淳一，安田由華，山本智也，稲田 健，渡邊衡一郎，橋本亮太，川嵜弘詔：精

神科医療の普及と教育に対するガイドラインの効果に関する研究（EGUIDE プロジェクト）

参加施設のうつ病治療に関する診療の質の評価．第 17 回日本うつ病学会総会，オンライン，

2021.1.25-31. 
25） 小笠原一能，長谷川尚美，三浦健一郎，松本純弥，尾崎紀夫，稲田 健，渡邊衡一郎，橋本亮

太，EGUIDE プロジェクトチーム：EGUIDE プロジェクト」受講者アンケートの解析から．

第 17 回日本うつ病学会総会，オンライン，2021.1.25-31. 
26） 井手本啓太，石間 環，新津富央，畑 達記，小田靖典，木村敦史，亀野陽亮，蓬莱 政，山森

英長，戸田重誠，菱本明豊，橋本亮太，中込和幸，伊豫雅臣，橋本謙二：気分障害のバイオマ

ーカーとしての血清中血小板由来増殖因子（PDGF-BB) に関する多施設共同研究．第 17 回

日本うつ病学会総会，オンライン，2021.1.25-31. 
27） 本山美久仁，山田 恒，長谷川尚美，三浦健一郎，松本純弥，稲田 健，渡邊衡一郎，橋本亮太：

精神科レジデントに対する治療ガイドライン教育プロジェクト（EGUIDE プロジェクト）の

効果の検討－うつ病治療ガイドラインに沿った臨床行動実践度の比較－．第 30 回日本臨床精

神神経薬理学会，オンライン，2021.1.9-10. 
28） 安田由華，稲田 健，飯田仁志，古郡規雄，堀 輝，長谷川尚美，三浦健一郎，松本純弥，渡邊

衡一郎，橋本亮太：統合失調症薬物治療ガイドラインを用いたエビデンス・診療ギャップの検

討について－精神科医療の普及と教育に対するガイドラインの効果に関する研究（EGUIDE
プロジェクト）より－．第 30 回日本臨床精神神経薬理学会，オンライン，2021.1.9-10. 

29） 山田 恒，本山美久仁，長谷川尚美，三浦健一郎，松本純弥，稲田 健，渡邊衡一郎，橋本亮太：

精神科レジデントに対する治療ガイドライン教育プロジェクト（EGUIDE プロジェクト）の

効果の検討－治療ガイドラインに沿った臨床行動実践度の比較－．第 30 回日本臨床精神神経
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薬理学会，オンライン，2021.1.9-10. 
30） 村田篤信，古郡規雄，堀 輝，長谷川尚美，姜 善貴，高江洲義和，伊賀淳一，越智紳一郎，降

籏隆二，鬼塚俊明，竹島正浩，三浦健一郎，松本純弥，渡邊衡一郎，稲田 健，橋本亮太：統

合失調症患者における抗コリン薬服薬中止達成に関する要因の後方視的解析，第 30 回日本臨

床精神神経薬理学会，オンライン，2021.1.9-10. 
31） 長谷川尚美，三浦健一郎，松本純弥，稲田 健，渡邊衡一郎，橋本亮太：精神科医療の普及と

教育に対するガイドラインの効果に関する研究(EGUIDE プロジェクト)．D&I 科学研究会(保
健医療福祉における普及と実装科学研究会）第 5 回学術集会，オンライン，2020.11.28. 

32） 三浦健一郎，吉田正俊，藤本美智子，山森英長，安田由華，長谷川尚美，松本純弥，橋本亮太，

竹村 文：フリービューイング時のマカクサルの視覚探索行動：ヒトとの比較．第 43 回日本

神経科学大会，オンライン，2020.7.29-8.1. 
33） 林 和子，松本有央，松田圭司，三浦健一郎，山根 茂，松尾 真，柳井啓司，Eldridge MAG, 

Richmond BJ，永井裕司，宮川尚久，南本敬史，岡田真人，河野憲二，菅生・宮本康子：サル

の表情弁別における顔の質感変化の影響．第 43 回日本神経科学大会，オンライン，2020.7.29-
8.1. 

34） Hayashi K, Matsumoto N, Matsuda K, Miura K, Yamane S, Matsuo S, yanai k, Eldridge 
M.A.G., Saunders R.C., Richmond B.J., Nagai Y, Miyakawa N, Minamimoto T, Okada M, 
Kawano K, Sugae-Miyamoto Y: Effects of different physical surface properties on face 
discrimination learning in macaque monkeys. 日本動物心理学会第 80 回大会，オンライン，

2020.11.20-22. 
35） 小野誠司，宮本健史，三浦健一郎，木塚朝博：Smooth pursuit における異なる適応パターン

の比較．第 16 回空間認知と運動制御研究会学術集会，オンライン，2021.3.13. 
36） 竹村 文，三浦健一郎：2 フレームアニメーション刺激に対する MST ニューロンの活動特性

に関する考察．第 16 回空間認知と運動制御研究会学術集会，オンライン，2021.3.13. 
37） 戸田 亘，松本純弥，石井士朗，板垣俊太郎，大谷晃司，青木俊太郎，三浦 至，志賀哲也，松

本貴智，菅原茂耕，山國 遼，箱崎元晴，渡邊宏剛，矢吹省司，二階堂琢也，渡邉和之，加藤

欽志，小林 洋，伊藤 浩，紺野愼一，矢部博興：高齢の身体表現性障害患者における脳血流の

変化．第 116 回日本精神神経学会学術総会，オンライン，2020.9.28-30. 
38） 横倉俊也，青木俊太郎，戸田 亘，松本純弥，大谷晃司，本谷 亮，上田由桂，大西真央，志賀

可奈子，川嶋彩花，板垣俊太郎，三浦 至，矢部博興：気分障害が併存する慢性痛患者に対す

る集団行動活性化療法の試み．第 116 回日本精神神経学会学術総会，オンライン，2020.9.28-
30, 2020. 

39） 國井泰人，日野瑞城，近藤 豪，和田 明，松本純弥，丹羽真一，瀬藤光利，矢部博興：新規ク

ロザピン結合タンパク質の探索―α/βチューブリンに対する相互作用．第 116 回日本精神神

経学会学術総会，オンライン，2020.9.28-30. 
40） 國井泰人，松本純弥，泉 竜太，長岡敦子，日野瑞城，赤津裕康，橋詰良夫，齊ノ内 信，柿田

明美，矢部博興：統合失調症脳病態における脂質シグナル伝達の意義－死後脳研究．第 116 回

日本精神神経学会学術総会，オンライン，2020.9.28-30. 
 
(3) 研究報告会 
1) 橋本亮太，稲田 健，沼田周助，山田 恒，橋本保彦，降籏隆二，古郡規雄：精神医療分野に

おける治療の質を評価する QI とその向上をもたらす介入技法の開発と実用性の検証．日本医

療研究開発機構 令和 2 年度障害者対策総合研究開発事業 精神障害分野分科会，オンライ

ン，2020.7.23. 
2) 長谷川尚美，松本純弥，三浦健一郎，橋本亮太，EGUIDE プロジェクトメンバーズ：

EGUIDE プロジェクトによる退院時処方への効果～クロザピンと医療の質(Quality 
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Indicator)の関係に着目して～．NCNP 令和元年度精神保健研究所研究報告会，オンライ

ン，2020.12.21.  
3) 橋本亮太，長谷川尚美，松本純弥，三浦健一郎：脳神経画像のメガアナリシスによる病態解

明研究と EGUIDE プロジェクトによるガイドラインの普及教育効果の検証．NCNP 令和元

年度精神保健研究所研究報告会，オンライン，2020.12.21. 
4) 橋本亮太：多施設共同研究体制の構築．第 15 回 COCORO 会議，オンライン，2021.1.11. 
5) 三浦健一郎：AI 解析によるバイオタイプの同定．第 15 回 COCORO 会議，オンライン，

2021.1.11. 
6) 松本純弥：大脳皮質厚・面積の疾患横断的解析．第 15 回 COCORO 会議，オンライン，

2021.1.11. 
7) 三浦健一郎，松本純弥，長谷川尚美，藤本美智子，山森英長，安田由華，橋本亮太：人工知

能技術を活用した精神疾患の層別化―病態の理解と新たな診断体系の構築に向けて―．

NCNP 令和 2 年度精神保健研究所研究報告会，オンライン，2021.3.15. 
8) 長谷川尚美，松本純弥，三浦健一郎，橋本亮太，EGUIDE プロジェクトメンバーズ：統合失

調症とうつ病の治療に対する EGUIDE プロジェクトの効果．NCNP 令和 2 年度精神保健研

究所研究報告会，オンライン，2021.3.15. 
 

(4) その他 

1) Hashimoto R, Matsumoto J, Hasegawa N, Miura K: Partnering International Consortium: 
COCORO. The ENIGMA Consortium 2020 All-Hands Virtual Meeting, 2020.7.1-2. 

2) 橋本亮太：精神疾患の克服とその障害の支援．NCNP EDICS/精神科共催セミナー, オンライ

ン，2020.5.25. 
3) 菅生康子，林 和子，松本有央，松田圭司，三浦健一郎，本武陽一，松尾 真，澤山正貴，南本

敬史，岡田真人，柳井啓司，佐藤いまり，西田眞也，河野憲二：側頭葉前部における顔の質感

知覚を支える神経機構の解明．新学術領域研究「多様な質感認識の科学的解明と革新的質感技

術の創出」第 9 回班会議，オンライン，2020.9.24-26. 
 
Ｃ．講演 

1) 橋本亮太：精神疾患の多施設共同研究～病態解明から治療法の社会実装まで～．Mist seminer 

in GIFU.オンライン，2020.11.25. 
2) 橋本亮太：統合失調症薬物治療ガイドラインを精神科臨床で生かすために．2020 年度第 5 回日

本精神薬学会 Web 講演会，オンライン，2021.3.21.  
 

 
Ｄ．学会活動 

(1) 学会主催 

 
(2) 学会役員 

1) 橋本亮太：日本神経精神薬理学会 理事，評議員，広報委員会委員長，統合失調症薬物治療ガイ

ドラインタスクフォース委員，編集委員会委員，国際学術委員会委員，執行委員会委員，統合

失調症薬物治療ガイドライン改訂委員，50 周年記念事業ワーキンググループ委員，クロザピン

TF 委員会委員長，トランスレーショナル・メディカルサイエンス(TMS)委員会イノベーショ

ンサイエンス部会委員，精神科治療ガイドラインの普及・教育・検証委員会委員長（通称：

EGUIDE 委員会） 
2) 橋本亮太：日本精神神経学会 PCN 編集委員会委員，薬事委員会委員，精神医学研究推進委員

会委員 
3) 橋本亮太：日本神経化学会 評議員，利益相反委員会委員，若手育成委員会委員 
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4) 橋本亮太：日本統合失調症学会 評議員 
5) 橋本亮太：日本臨床精神神経薬理学会 評議員，精神科治療ガイドラインの普及・教育・検証委

員会委員長（通称：EGUIDE 委員会） 
6) 橋本亮太：日本うつ病学会 評議員，気分障害の治療ガイドライン検討委員会委員，精神科治療

ガイドラインの普及・教育・検証委員会委員長（通称：EGUIDE 委員会） 
7) 橋本亮太：日本生物学的精神医学会 理事，将来計画委員会委員，関連学会対応委員会副委員

長，評議員 
8) 橋本亮太：日本神経科学学会 臨床・関連学会連携委員会委員 
9) 橋本亮太：国際神経精神薬理学会 理事，フェローシップ表彰委員会委員，教育委員会委員，評

議員 
10) 三浦健一郎：電子情報通信学会ニューロコンピューティング研究専門委員会 専門委員 

 
 
(3) 座長 

1) 橋本亮太：治療の指針となる診断法の開発研究の真のゴールとその道のり．シンポジウム「精

神疾患の画像所見は，臨床診断に使えるようになるのか？」第 50 回日本神経精神薬理学会年

会・第 42 回日本生物学的精神医学会年会・第 4 回日本精神薬学会総会・学術集会（NPBPPP
合同年会），オンライン，2020.8.21-23. 

2) 橋本亮太：2020 日本精神薬学会 EGUIDE ワークショップ：薬剤師に治療ガイドラインは役に

立つのか？－妊婦希望うつ病症例のディスカッションを通じてガイドラインの使い方を学ぶ

－．オンライン，2020.8.22. 
3) 橋本亮太：2020 日本神経精神薬理学会 EGUIDE プロジェクト 統合失調症薬物治療ガイドラ

イン講習会．オンライン，2020.8.23. 
4) 橋本亮太：EGUIDE プロジェクトワークショップ:日常診療に治療ガイドラインは役に立つの

か？－症例ディスカッションを通じてガイドラインの使い方を学ぶ－．第 30 回日本臨床精神

神経薬理学会，オンライン，2021.1.10. 
5) 橋本亮太：COCORO の現状と方向性についてのディスカッション．第 15 回 COCORO 会議，

オンライン，2021.1.11. 
 
(4) 学会誌編集委員等 

1) 橋本亮太：日本精神神経学会機関誌「Psychiatry and Clinical Neuroscience」編集委員会委員 
2) 橋本亮太：日本神経精神薬理学会機関誌「Neuropsychopharmacology Reports」「日本神 経

精神薬理学雑誌」編集委員会委員 
 
Ｅ．研修 

(1) 研修企画 

1) 橋本亮太：2020 日本精神薬学会，EGUIDE ワークショップ：薬剤師に治療ガイドラインは役

に立つのか？－妊婦希望うつ病症例のディスカッションを通じてガイドラインの使い方を学

ぶ－．オンライン，2020.8.22. 
2) 橋本亮太：2020 日本神経精神薬理学会，EGUIDE プロジェクト 統合失調症薬物治療ガイド

ライン講習会．オンライン，2020.8.23. 
3) 橋本亮太：第 116 回日本精神神経学会学術総会，ワークショップ(PCN 編集委員会）：現役エデ

ィターによる論文の書き方指導の講義と論文投稿の個別相談会．オンライン，2020.9.29. 
4) 橋本亮太：第 116 回日本精神神経学会学術総会，ワークショップ:日常診療に診療ガイドライ

ンは役に立つのか？ オンライン，2020.9.29. 
5) 橋本亮太：EGUIDE プロジェクト中部地区岐阜大学講習，統合失調症薬物治療ガイドライン

講習．オンライン，2020.10.31. 
6) 橋本亮太：EGUIDE プロジェクト中部地区岐阜大学講習，うつ病治療ガイドライン講習．オン

ライン，2020.11.1. 
7) 橋本亮太：EGUIDE プロジェクト関東地区 NCNP 講習，統合失調症薬物治療ガイドライン講
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習．オンライン，2020.11.3. 
8) 橋本亮太：EGUIDE プロジェクト東北地区東北大学講習，統合失調症薬物治療ガイドライン

講習．オンライン，2020.11.14. 
9) 橋本亮太：EGUIDE プロジェクト東北地区東北大学講習，うつ病治療ガイドライン講習．オン

ライン，2020.11.15. 
10) 橋本亮太：EGUIDE プロジェクト関東地区 NCNP 講習，うつ病治療ガイドライン講習．オン

ライン，2020.11.15. 
11) 橋本亮太：EGUIDE プロジェクト北陸/北海道地区金沢医科大学/北海道講習，統合失調症薬物

治療ガイドライン講習．オンライン，2020.11.22. 
12) 橋本亮太：EGUIDE プロジェクト北陸/北海道地区金沢医科大学/北海道大学講習，うつ病治療

ガイドライン講習．オンライン，2020.11.23. 
13) 橋本亮太：EGUIDE プロジェクト北陸/北海道地区金沢医科大学/北海道大学講習，うつ病治療

ガイドライン講習．オンライン，2020.11.23. 
14) 橋本亮太：EGUIDE プロジェクト関東地区東京慈恵会医科講習，統合失調症薬物治療ガイド

ライン講習．オンライン，2020.11.29. 
15) 橋本亮太：EGUIDE プロジェクト関東地区横浜市立大学講習，統合失調症薬物治療ガイドラ

イン講習．オンライン，2020.12.5. 
16) 橋本亮太：EGUIDE プロジェクト福岡大学講習，統合失調症薬物治療ガイドライン講習．オン

ライン，2020.12.5. 
17) 橋本亮太：EGUIDE プロジェクト関東地区横浜市立大学講習，うつ病治療ガイドライン講習．

オンライン，2020.12.6. 
18) 橋本亮太：EGUIDE プロジェクト福岡大学講習，うつ病治療ガイドライン講習．オンライン，

2020.12.6. 
19) 橋本亮太：EGUIDE プロジェクト関東地区東京慈恵会医科大学講習，うつ病治療ガイドライ

ン講習．オンライン，2020.12.13. 
20) 橋本亮太：EGUIDE プロジェクト近畿地区大阪大学講習，統合失調症薬物治療ガイドライン

講習．オンライン，2020.12.19. 
21) 橋本亮太：EGUIDE プロジェクト四国地区愛媛大学講習，統合失調症薬物治療ガイドライン

講習．オンライン，2020.12.19. 
22) 橋本亮太：EGUIDE プロジェクト近畿地区大阪大学講習，うつ病治療ガイドライン講習．オン

ライン，2020.12.20. 
23) 橋本亮太：EGUIDE プロジェクト四国地区愛媛大学講習，うつ病治療ガイドライン講習．オン

ライン，2020.12.20. 
24) 橋本亮太：第 30 回日本臨床精神神経薬理学会，EGUIDE プロジェクトワークショップ:日常

診療に治療ガイドラインは役に立つのか？－症例ディスカッションを通じてガイドラインの

使い方を学ぶ－．オンライン，2021.1.10. 
25) 橋本亮太：第 17 回日本うつ病学会総会，EGUIDE プロジェクト うつ病治療ガイドライン講

習会．オンライン，2021.1.30. 
 
(2) 研修会講師 

1) 橋本亮太：日常診療と診療ガイドラインの関係．ワークショップ：日常診療に診療ガイドライ

ンは役に立つのか？ 第 116 回日本精神神経学会学術総会，オンライン，2020.9.29. 
2) 橋本亮太：研究論文の書き方．ワークショップ(PCN 編集委員会）：現役エディターによる論文

の書き方指導の講義と論文投稿の個別相談会，第 116 回日本精神神経学会学術総会，オンライ

ン，2020.9.29. 
3) 橋本亮太：趣旨説明及び理解度記入．統合失調症薬物治療ガイドライン講習，EGUIDE プロジ

ェクト中部地区岐阜大学講習，オンライン，2020.10.31. 
4) 橋本亮太：理解度の解説とフィードバック．統合失調症薬物治療ガイドライン講習，EGUIDE

プロジェクト中部地区岐阜大学講習，オンライン，2020.10.31. 
5) 橋本亮太：趣旨説明及び理解度記入．うつ病治療ガイドライン講習，EGUIDE プロジェクト中

部地区岐阜大学講習，オンライン，2020.11.1. 
6) 橋本亮太：理解度の解説とフィードバック．うつ病治療ガイドライン講習，EGUIDE プロジェ

クト中部地区岐阜大学講習，オンライン，2020.11.1. 
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7) 橋本亮太：趣旨説明及び理解度記入．統合失調症薬物治療ガイドライン講習，EGUIDE プロジ

ェクト関東地区 NCNP 講習，オンライン，2020.11.3. 
8) 橋本亮太：理解度の解説とフィードバック．統合失調症薬物治療ガイドライン講習，EGUIDE

プロジェクト関東地区 NCNP 講習，オンライン，2020.11.3. 
9) 橋本亮太：趣旨説明及び理解度記入．うつ病治療ガイドライン講習，EGUIDE プロジェクト関

東地区 NCNP 講習，オンライン，2020.11.15. 
10) 橋本亮太：理解度の解説とフィードバック．うつ病治療ガイドライン講習，EGUIDE プロジェ

クト関東地区 NCNP 講習，オンライン，2020.11.15. 
11) 橋本亮太：趣旨説明及び理解度記入．統合失調症薬物治療ガイドライン講習，EGUIDE プロジ

ェクト関東地区東京慈恵会医科大学講習，オンライン，2020.11.29. 
12) 橋本亮太：理解度の解説とフィードバック．統合失調症薬物治療ガイドライン講習，EGUIDE

プロジェクト関東地区東京慈恵会医科大学講習，オンライン，2020.11.29. 
13) 橋本亮太：趣旨説明及び理解度記入．統合失調症薬物治療ガイドライン講習，EGUIDE プロジ

ェクト関東地区横浜市立大学講習，オンライン，2020.12.5. 
14) 橋本亮太，理解度の解説とフィードバック．統合失調症薬物治療ガイドライン講習，EGUIDE

プロジェクト関東地区横浜市立大学講習．オンライン，2020.12.5. 
15) 橋本亮太：趣旨説明及び理解度記入．うつ病治療ガイドライン講習，EGUIDE プロジェクト関

東地区横浜市立大学講習，オンライン，2020.12.6. 
16) 橋本亮太：理解度の解説とフィードバック．うつ病治療ガイドライン講習，EGUIDE プロジェ

クト関東地区横浜市立大学講習，オンライン，2020.12.6. 
17) 橋本亮太：理解度の解説とフィードバック．うつ病治療ガイドライン講習，EGUIDE プロジェ

クト関東地区東京慈恵会医科大学講習，オンライン，2020.12.13. 
18) 橋本亮太：趣旨説明及び理解度記入．うつ病治療ガイドライン講習，EGUIDE プロジェクト関

東地区東京慈恵会医科大学講習，オンライン，2020.12.13. 
 
Ｆ．その他 

1） 松本純弥：奨励賞受賞，日本生物学的精神医学会第 9 回若手研究者育成プログラム，演題「統

合失調症患者と健常被験者における拡散テンソル画像を用いた大脳白質微細構造と認知機能，

認知機能障害，労働時間との関連」，第 42 回日本生物学的精神医学会年会（第 50 回日本神経

精神薬理学会年会・第 42 回日本生物学的精神医学会年会・第 4 回日本精神薬学会総会・学術

集会（NPBPPP 合同年会）），オンライン，2020.8.21-23.  
2） 松本純弥：優秀発表賞受賞，第 116 回日本精神神経学会学術総会，演題「大脳白質の軸索の

髄鞘化，大脳白質の成熟と，認知機能・社会機能の指標である労働時間との関連」，第 116 回

日本精神神経学会学術総会，オンライン，2020.9.28-30. 
3） 橋本亮太，長谷川尚美，松本純弥，三浦健一郎：講義，精神疾患の脳科学：トランスレーショ

ナルアプローチ．東京農業大学農学研究科大学院講義，オンライン，2020.10.28. 
4） 橋本亮太：総合司会，統合失調症薬物治療ガイドライン講習，EGUIDE プロジェクト中部地

区岐阜大学講習，オンライン，2020.10.31. 
5） 橋本亮太：総合司会，うつ病治療ガイドライン講習，EGUIDE プロジェクト中部地区岐阜大

学講習，オンライン，2020.11.1. 
6） 橋本亮太：総合司会，統合失調症薬物治療ガイドライン講習，EGUIDE プロジェクト関東地

区 NCNP 講習，オンライン，2020.11.3. 
7） 橋本亮太：総合司会，うつ病治療ガイドライン講習，EGUIDE プロジェクト関東地区 NCNP

講習，オンライン，2020.11.15. 
8） 橋本亮太：総合司会，統合失調症薬物治療ガイドライン講習，EGUIDE プロジェクト関東地

区東京慈恵会医科大学講習，オンライン，2020.11.29. 
9） 橋本亮太：総合司会，統合失調症薬物治療ガイドライン講習，EGUIDE プロジェクト関東地

区横浜市立大学講習，オンライン，2020.12.5. 
10） 橋本亮太：総合司会，うつ病治療ガイドライン講習，EGUIDE プロジェクト関東地区横浜市
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立大学講習，オンライン，2020.12.6. 
11） 橋本亮太：総合司会，うつ病治療ガイドライン講習，EGUIDE プロジェクト関東地区東京慈

恵会医科大学講習，オンライン，2020.12.13.  
12） 橋本亮太：研究会主宰，第 15 回 COCORO 会議，オンライン，2021.1.11. 
13） 安田由華：受賞，日本精神神経学会 第 13 回(2020 年度)フォリア賞（日本精神神経学会 2020

年度最優秀論文賞），2021.1. 受賞論文：Yasuda Y, Okada N, Nemoto K, Fukunaga M, 
Yamamori H, Ohi K, Koshiyama D, Kudo N, Shiino T, Morita S, Morita K, Azechi H, 
Fujimoto M, Miura K, Watanabe Y, Kasai K, Hashimoto R: Brain morphological and 
functional features in cognitive subgroups of Schizophrenia. Psychiatry Clin Neurosci 
74(3):191-203, 2020.  
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